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淀川を対象としたケーススタディに関連する水道事業者の意見等 

 

 

本検討では、検討の対象とする３箇所の水道事業者（大阪府水道部、大阪市水道局、阪神水

道企業団）及び１箇所の関連事業体（東京都水道局）より、水質汚染リスクの回避・低減方策

として以下の事項に関する意見の聴取を行った。また、ここで得られた知見は、本編5.2.3 水

質汚染リスクの回避・低減方策の検討 2) 被災時における浄水場でのリスク回避・低減効果

の検証で活用した。 

 

(1) 通常処理と高度浄水処理による一般的な処理特性 

(2) 塩素注入率の観点からみたアンモニア態窒素の対応可能性 

(3) 処理特性からみた被災時の対応可能性 

(4) フェノールに起因する臭気発生の可能性 

(5) 浄水処理の強化による対応 

(6) 取水停止・給水停止による対応 

 

(1) 通常処理と高度浄水処理による一般的な処理特性 

水道水質基準項目及び有害物質について、通常処理と高度浄水処理での一般的な処理特性を

整理したものが表1～表2である。 
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表1 水道水質基準項目に対する一般的な処理特性 
大阪府 大阪市 阪神水道企業団 東京都 

分類 No 水質項目 概 要 
水道水質 
基準値 高度 

浄水処理 
高度 
浄水処理 

高度浄水処理 通常処理 
高度 
浄水処理 

病原生物 

 
 
 
1
 
 
 

一般細菌 
自然界において人間の体温である37℃前後で繁殖が適合す
る菌を対象としている。一般には、塩素消毒で死滅するが、
残留塩素の型により多少の差がある。 

100個/mL 
以下 

○ 
※１ 

○ 
○ 

（100％） 
〔浄水：0個/mL〕 

塩素消毒 
○ 

（100％）

塩素消毒 
○ 

（100％） 

 

 
 
 
2
 
 
 

大腸菌 
主に糞便とともに排出される腸内細菌である。検出が比較
的容易であるため、他の病原菌の存在を確認する指標とさ
れている。 

検出されな
いこと 

○ 
※１ 

○ 
○ 

（100％） 
〔浄水：不検出〕 

塩素消毒 
○ 

（100％）

塩素消毒 
○ 

（100％） 

重金属 

 
 
 
3
 
 
 

ｶﾄﾞﾐｳﾑ 
自然水中に含まれることがあるが、鉱山排水や工場排水か
ら混入することもある。 

0.01mg/L 
以下 

△ 
（85％） 
※２ 

△ 
原水が定量下限値未満で
あり、除去率は不明。 

△ 
※１ 

△ 
※１ 

 

 
 
 
4
 
 
 

水銀 
水中に存在する水銀化合物は主に、鉱山排水や工場排水、
まれに水質に由来することがある。 

0.0005mg/L 
以下 

△ 
（20％） 
※３ 

△ 
原水が定量下限値未満で
あり、除去率は不明。 

△ 
※１ 

△ 
※１ 
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ｾﾚﾝ 
自然水中に存在することもあるが、その多くは工場排水か
ら混入するものである。 

0.01mg/L 
以下 

× 
（0％） 
※２ 

× 
原水が定量下限値未満で
あり、除去率は不明。 

△ 
※１ 

△ 
※１ 

 

 
 
 
6
 
 
 

鉛 

自然水中に存在することはほとんどなく、鉱山排水や工場
排水からの混入に由来する。また、従来から加工性が良い
ことから水道用配管に使用されてきており、鉛管からの溶
出が懸念されている。 

0.01mg/L 
以下 

△ 
（70％） 
※３ 

△ 
原水が定量下限値未満で
あり、除去率は不明。 

△ 
※１ 

△ 
※１ 
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表1 水道水質基準項目に対する一般的な処理特性 
大阪府 大阪市 阪神水道企業団 東京都 

分類 No 水質項目 概 要 
水道水質 
基準値 高度 

浄水処理 
高度 
浄水処理 

高度浄水処理 通常処理 
高度 
浄水処理 

重金属 
（続き） 
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ﾋ素 
ﾋ素の検出は地層に由来し、主に地下水から検出されること
が多い。 

0.01mg/L 
以下 

○ 
（90％） 
※５ 

△ 
原水が定量下限値未満で
あり、除去率は不明。 

○ 
（約100％）
※２ 

○ 
（約100％） 
※２ 
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六価ｸﾛﾑ 
自然水中にほとんど存在しないが、鉱山排水や工場排水か
らの混入に由来する。三価ｸﾛﾑは、ほとんど無害であるが、
消毒用の塩素により酸化されて六価ｸﾛﾑとなる。 

0.05mg/L 
以下 

× 
（0％） 
※２ 

△ 
原水が定量下限値未満で
あり、除去率は不明。 

△ 
※１ 

△ 
※１ 

 

 
 
 
31
 
 
 

亜鉛 

自然水中に存在することはまれであるが、鉱山排水、工場
排水に由来する。また、水道水中に多量の亜鉛が検出され
る場合は、給水管などに使用している亜鉛めっき鋼管の溶
出によることが多い。 

1.0mg/L 
以下 

× 
（0％） 
※２ 

○ 
原水が定量下限値未満で
あり、除去率は不明。 

△ 
※１ 

△ 
※１ 
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ｱﾙﾐﾆｳﾑ 
地球上に多く存在し、土壌中に含有される金属元素として
は最も多い。水道においてはｱﾙﾐﾆｳﾑ系凝集剤として浄水処
理に用いられている。 

0.2mg/L 
以下 

○ 
（80％） 
※２ 

○ 

○ 
（87％） 

〔原水：0.23mg/L〕 
〔浄水：0.03mg/L〕 
ただし凝集剤として硫酸ｱ
ﾙﾐﾆｳﾑを使用。 

○ 
（約90％）
※２ 

○ 
（約90％） 
※２ 
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鉄 
自然水中に多く含まれ、鉱山排水や工場排水等の混入に由
来する。また、配水鉄管に由来することもある。 

0.3mg/L 
以下 

○ 
（100％）
※１ 

○ 

○ 
（100％） 

〔原水：0.21mg/L〕 
〔浄水：<0.03mg/L〕 

○ 
（約100％）
※２ 

○ 
（約100％） 
※２ 
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銅 鉱山排水や工場排水、農薬等の混入に由来する。 
1.0mg/L 
以下 

× 
（0％） 
※１ 

× 
原水が定量下限値未満で
あり、除去率は不明。 

△ 
※１ 

△ 
※１ 
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表1 水道水質基準項目に対する一般的な処理特性 
大阪府 大阪市 阪神水道企業団 東京都 

分類 No 水質項目 概 要 
水道水質 
基準値 高度 

浄水処理 
高度 
浄水処理 

高度浄水処理 通常処理 
高度 
浄水処理 

重金属 
（続き） 
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ﾅﾄﾘｳﾑ 
自然水中に多く含まれ、特に海水中には塩化物として多量
に溶存している。水の味の観点から基準値が設定されてい
る。 

200mg/L 
以下 

× 
（0％） 
※１ 

× 

× 
（0％） 

〔原水：12.2mg/L〕 
〔浄水：16.7mg/L〕 
ただし塩素剤として次亜
塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑを使用。 

× 
（0％） 
※１ 

× 
（0％） 
※１ 
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ﾏﾝｶﾞﾝ 

鉄と共存することが多く、自然水中に多く含まれている。
水道原水中に多量のﾏﾝｶﾞﾝが溶存していると浄水に黒い色
を着けたりするため、利水の観点から基準値が設定されて
いる。 

0.05mg/L 
以下 

○ 
（90％） 
※１ 

○ 

○ 
（100％） 

〔原水：0.024mg/L〕 
〔浄水：<0.005mg/L〕 

○ 
（約100％）
※２ 

○ 
（約100％） 
※２ 

無機物質 

 
 
 
9
 
 
 

ｼｱﾝ 
自然水中にほとんど存在しないが、めっき工場などの工場
排水からの混入に由来する。 

0.01mg/L 
以下 

△ 
（80％） 
室内除去実
験より 

○ 
原水が定量下限値未満で
あり、除去率は不明。 

△ 
※４ 

○ 
※６ 
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硝酸態窒
素及び亜
硝酸性窒
素 

窒素肥料、腐敗した動植物、家庭排水、下水等に由来する。
ｱﾝﾓﾆｱ態窒素を加えた三態は、水や土壌中で科学的･微生物
学的に酸化･還元を受けて容易に変化する。 

10mg/L 
以下 

× 
（0％） 
※１ 

× 

× 
（0％） 

〔原水 ：1.04mg/L 
〔ろ過水：1.09mg/L 

× 
（0％） 
※１ 

× 
（0％） 
※１ 
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ﾌｯ素 
自然水中に存在するﾌｯ素は主に、地質や工場排水から混入
に由来する。 

0.8mg/L 
以下 

× 
（0％） 
※３ 

× 

× 
（0％） 

〔原水 ：0.10mg/L〕 
〔ろ過水：0.09mg/L〕 

× 
（約0％）
※２ 

× 
（約0％） 
※２ 
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ﾎｳ素 
ﾎｳ素は、自然水中に含まれることはまれであるが、火山地
帯の地下水、温泉、海水に含まれることがある。 

1.0mg/L 
以下 

× 
（0％） 
※２ 

× 

× 
（0％） 

〔原水 ：0.02mg/L〕 
〔ろ過水：0.02mg/L〕 

× 
（約0％）
※２ 

× 
（約0％） 
※２ 
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表1 水道水質基準項目に対する一般的な処理特性 
大阪府 大阪市 阪神水道企業団 東京都 

分類 No 水質項目 概 要 
水道水質 
基準値 高度 

浄水処理 
高度 
浄水処理 

高度浄水処理 通常処理 
高度 
浄水処理 

無機物質 
（続き） 
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塩化物ｲｵﾝ 
自然水中に多く含まれ、多くは地質に由来するものである
が、海水の浸透による場合がある。主に味覚の観点から基
準値が設定されている。 

200mg/L 
以下 

× 
（0％） 
※１ 

× 

× 
（0％） 

〔原水：14.0mg/L〕 
〔浄水：15.6mg/L〕 
ただし塩素剤として次亜
塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑを使用。 

× 
（0％） 
※１ 

 
× 

（0％） 
※１ 
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ｶﾙｼｳﾑ、ﾏｸﾞ
ﾈｼｳﾑ等(硬
度) 

自然水中のｶﾙｼｳﾑ塩及びﾏｸﾞﾈｼｳﾑ塩は、主に地質によるもの
であるが、海水や工場排水、下水などに混入することもあ
る。石鹸の泡立ち等の利水的な観点とおいしい水の観点か
ら基準値が設定されている。 

300mg/L 
以下 

× 
（0％） 
※１ 

× 

× 
（0％） 

〔原水 ：42.1mg/L〕 
〔ろ過水：42.3mg/L〕 

× 
（0％） 
※１ 

× 
（0％） 
※１ 

 

 
 
 
39
 
 
 

蒸発残留
物 

水中に浮遊したり溶解して含まれるものを蒸発乾固して得
られる総量のことで、水道水中の主な成分はｶﾙｼｳﾑ、ﾏｸﾞﾈｼｳ
ﾑ、ｹｲ酸、ﾅﾄﾘｳﾑ、ｶﾘｳﾑ等の塩類及び有機物である。 

500mg/L 
以下 

× 
（0％） 
※１ 

× 

× 
（0％） 

〔原水 ：100mg/L〕 
〔ろ過水：100mg/L〕 

× 
（0％） 
※１ 

× 
（0％） 
※１ 

一般有機 
化学物質 
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四塩化炭
素 
 
 
 

沸点77℃の無色の揮発性有機塩素化合物で、塗装やﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
の製造等に用いられている。 

0.002mg/L 
以下 

○ 
（90％） 
※４ 

○ 

△～○ 
（50％以上） 

原水が定量下限値未満で
あり除去率は不明だが、高
度浄水処理により最低で
も50％以上除去できると
考えている。 

粉末活性炭
△ 
※１ 

活性炭 
△ 
※１ 

 

 
 
 
14
 
 
 

1,4-ｼﾞｵｷｻ
ﾝ 

溶剤等に用いられるほか、ﾎﾟﾘｵｷｼｴﾁﾚﾝ系非ｲｵﾝ界面活性剤及
びその硫酸ｴｽﾃﾙの製造工程において副生し、洗剤などの製
品中に不純物として存在している。 

0.05mg/L 
以下 

△ 
（50％） 
※４ 

△ 
原水が定量下限値未満で
あり、除去率は不明。 

× 
※１ 

△ 
※４ 
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1,1-ｼﾞｸﾛﾛ
ｴﾁﾚﾝ 
 
 
 

沸点87℃の無色の揮発性有機塩素化合物で、ﾎﾟﾘﾋﾞﾆﾘﾃﾞﾝ共
重合体の製造及び化学中間体として用いられている。 

0.02mg/L 
以下 

○ 
（90％） 
※４ 

○ 

△～○ 
（50％以上） 

原水が定量下限値未満の
ため除去率は不明だが、高
度浄水処理により最低で
も50％以上除去できると
考えている。 

粉末活性炭
△ 
※１ 

活性炭 
△ 
※１ 
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表1 水道水質基準項目に対する一般的な処理特性 
大阪府 大阪市 阪神水道企業団 東京都 

分類 No 水質項目 概 要 
水道水質 
基準値 高度 

浄水処理 
高度 
浄水処理 

高度浄水処理 通常処理 
高度 
浄水処理 

一般有機 
化学物質 
（続き） 
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ｼｽ-1,2-ｼﾞ
ｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 
 
 
 

沸点98℃の揮発性有機塩素化合物で、溶剤、染料抽出、香
料、ﾗｯｶｰ等にもちいられる。 

0.04mg/L 
以下 

○ 
（90％） 
※４ 

○ 

△～○ 
（50％以上） 

原水が定量下限値未満の
ため除去率は不明だが、高
度浄水処理により最低で
も50％以上除去できると
考えている。 

粉末活性炭
△ 
※１ 

ｵｿﾞﾝ 
活性炭 
△ 
※１ 
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ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 
 

 
 
 
殺虫剤、塗料、ﾆｽ、食品加工中の脱脂及び洗浄剤として使
用されている揮発性の合成有機塩素化合物である。 
 
 
 

0.02mg/L 
以下 

△ 
（50％） 
※４ 

△ 

△～○ 
（50％以上） 

原水が定量下限値未満の
ため除去率は不明だが、高
度浄水処理により最低で
も50％以上除去できると
考えている。 

粉末活性炭
△ 
※１ 

活性炭 
△ 
※１ 
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ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚ
ﾝ 

 
 
 
有機物の溶剤、ﾄﾞﾗｲｸﾘｰﾆﾝｸﾞ、金属部品の脱脂洗浄等に使用
される沸点121℃の揮発性の成有機塩素化合物である。 
 
 
 

0.01mg/L 
以下 

○ 
（90％） 
※４ 

△ 

△～○ 
（50％以上） 

原水が定量下限値未満の
ため除去率は不明だが、高
度浄水処理により最低で
も50％以上除去できると
考えている。 

粉末活性炭
△ 
※１ 

ｵｿﾞﾝ 
活性炭 
△ 
※１ 
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ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 
工業用の溶剤、精密機器部品の脱脂洗浄剤等広く金属加工
工場で使用されている沸点87℃の揮発性の成有機塩素化合
物である。 

 
 
 
0.03mg/L 
以下 
 
 
 

 
 
○ 

（90％） 
※４ 
 
 

○ 

△～○ 
（50％以上） 

原水が定量下限値未満の
ため除去率は不明だが、高
度浄水処理により最低で
も50％以上除去できると
考えている。 

粉末活性炭
△ 
※１ 

ｵｿﾞﾝ 
活性炭 
△ 
※１ 
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ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 
沸点87℃の揮発性の天然の有機化合物で、化学合成品の原
料として、染料、合成ｺﾞﾑ、合成洗剤、有機顔料等の製造に
使用されている。 

 
 
0.01mg/L 
以下 
 
 

○ 
（90％） 
※４ 

○ 

△～○ 
原水が定量下限値未満の
ため除去率は不明だが、高
度浄水処理により最低で
も50％以上除去できると
考えている。 

粉末活性炭
△ 
※１ 

ｵｿﾞﾝ 
活性炭 
△ 
※１ 
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表1 水道水質基準項目に対する一般的な処理特性 
大阪府 大阪市 阪神水道企業団 東京都 

分類 No 水質項目 概 要 
水道水質 
基準値 高度 

浄水処理 
高度 
浄水処理 

高度浄水処理 通常処理 
高度 
浄水処理 

有機物質 
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陰ｲｵﾝ界面
活性剤 

水溶液中でｲｵﾝ解離してｱﾆｵﾝ部分が海面活性を示す物質で
ある。 

0.2mg/L 
以下 

○ 
※７ 

○ 
原水が定量下限値未満で
あり、除去率は不明。 

粉末活性炭
△ 
※１ 

○ 
（約80％） 
※５ 

 

 
 
 
43
 
 
 

非ｲｵﾝ界面
活性剤 

界面活性剤のうち、ｲｵﾝに解離する基を持たない物質の総称
である。水質基準の強化により新たに設置された物質であ
る。 

0.02mg/L 
以下 

不明 △ 
原水が定量下限値未満で
あり、除去率は不明。 

粉末活性炭
△ 
※１ 

活性炭 
△ 
※１ 
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ﾌｪﾉｰﾙ類 
主に防腐剤や消毒剤として用いられており、原水中のﾌｪﾉｰﾙ
類は塩素と反応して異臭味を発生させる。 

0.005mg/L 
以下 

○ 
（100％）
ｶﾗ ﾑ実験よ
り 

○ 
原水が定量下限値未満で
あり、除去率は不明。 

粉末活性炭
△ 
※１ 

ｵｿﾞﾝ 
活性炭 
△ 
※１ 
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TOC 
水中に存在する有機物中の炭素量で、水中の有機物濃度を
推定する指標である。近年水源中の有機物量が増加する傾
向にある。水質汚染に関連する総括的な指標である。 

5mg/L 
以下 

△ 
（50％） 
※１ 

○ 

△～○ 
（47％） 

〔原水：1.9mg/L〕 
〔浄水：1.0mg/L〕 

― ― 

消毒 
副生成物 
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ｸﾛﾛ酢酸 

除草剤、医療品、香料、ｷﾚｰﾄ剤、界面活性剤として使用さ
れている。水道におけるｸﾛﾛ酢酸は、水道原水中の有機物質
や臭素及び消毒剤(塩素)が反応して生成される消毒副生成
物質の一つである。 

0.02mg/L 
以下 

○ 
（100％）
他のﾊﾛ酢酸
を参考 

○ 

〔浄水：<0.002mg/L〕 
消毒副生成物であり、除去
率を議論するのは適切で
ない。 

凝集沈澱 
粉末活性炭

△ 
※１ 

凝集沈澱 
活性炭 
△ 
※１ 
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ｸﾛﾛﾎﾙﾑ 
浄水過程で、水中のﾌﾐﾝ質等の有機物質と消毒剤の塩素が反
応して生成されるﾄﾘﾊﾛﾒﾀﾝの主要構成物質である。 

0.06mg/L 
以下 

○ 
（80％） 
※４ 

○ 

〔浄水：0.002mg/L〕 
消毒副生成物であり、除去
率を議論するのは適切で
ないが、高度浄水処理によ
り最低でも50%以上除去で
きるものと考えている。 

凝集沈澱 
粉末活性炭

△ 
※１ 

○ 
※５ 
から類推 
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表1 水道水質基準項目に対する一般的な処理特性 
大阪府 大阪市 阪神水道企業団 東京都 

分類 No 水質項目 概 要 
水道水質 
基準値 高度 

浄水処理 
高度 
浄水処理 

高度浄水処理 通常処理 
高度 
浄水処理 

消毒 
副生成物 
（続き） 
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ｼﾞｸﾛﾛ酢酸 
ｸﾛﾛ酢酸と同様に水道原水中の有機物質や臭素及び消毒剤
(塩素)とが反応して生成される消毒副生成物質の一つであ
る。水質基準の強化により新たに設置された物質である。

0.04mg/L 
以下 
 

○ 
（100％）
※３ 

○ 

△～○ 
（50％以上） 

〔浄水：<0.004mg/L〕 
消毒副生成物であり、除去
率を議論するのは適切で
ない。 

凝集沈澱 
粉末活性炭

△ 
※１ 

凝集沈澱 
活性炭 
△ 
※１ 
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ｼﾞﾌﾞﾛﾓｸﾛﾛ
ﾒﾀﾝ 

浄水過程で、水中のﾌﾐﾝ質等の有機物質と消毒剤の塩素が反
応して生成されるﾄﾘﾊﾛﾒﾀﾝの主要構成物質である。その生成
量は原水中の臭素ｲｵﾝ濃度により大きく変化する。 

0.1mg/L 
以下 

○ 
（90％） 
※４ 

○ 

△～○ 
（50％以上） 

〔浄水：<0.002mg/L〕 
消毒副生成物であり、除去
率を議論するのは適切で
ないが、高度浄水処理によ
り最低でも50％以上除去
できると考えている。 

凝集沈澱 
粉末活性炭

△ 
※１ 

○ 
※５ 
から類推 
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臭素酸 
ｵｿﾞﾝ処理時及び消毒剤としての次亜塩素酸生成時に不純物
の臭素が酸化され、臭素酸が生成する。水質基準の強化に
より新たに設置された物質である。 

0.01mg/L 
以下 

× 
（0％） 
※４ 

× 

〔原水：<0.0005mg/L〕 
〔浄水：0.0012mg/L〕 
消毒副生成物であり、除去
率を議論するのは適切で
ない。 

浄水処理工
程で生じる

浄水処理工
程で生じる 
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総ﾄﾘﾊﾛﾒﾀﾝ 
ｸﾛﾛﾎﾙﾑ、ﾌﾞﾛﾓｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、ｼﾞﾌﾞﾛﾓｸﾛﾛﾒﾀﾝ及びﾌﾞﾛﾓﾎﾙﾑを総称し
たものである。消毒副生成物を抑制するための総括的指標
として基準値が設定されている。 

0.1mg/L 
以下 

○ 
（90％） 
※４ 

○ 

〔浄水：0.007mg/L〕 
消毒副生成物であり、除去
率を議論するのは適切で
ない。 

凝集沈澱 
粉末活性炭

△ 
※１ 

○ 
（約60％） 
※５ 
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ﾄﾘｸﾛﾛ酢酸 

医薬品の原料、除草剤、腐食剤、角質溶解剤、塗装剥離剤、
除ﾀﾝﾊﾟｸ剤、生体内ﾀﾝﾊﾟｸ質･脂質の分画剤として使用されて
いる。他のﾊﾛｹﾞﾝ化酢酸類と同様に水道原水中の有機物質や
臭素及び消毒剤(塩素)とが反応して生成される消毒副生成
物質の一つである。 

0.2mg/L 
以下 

○ 
（100％）
※３ 

○ 

〔浄水：<0.02mg/L〕 
消毒副生成物であり、除去
率を議論するのは適切で
ない。 

凝集沈澱 
粉末活性炭

△ 
※１ 

凝集沈澱 
活性炭 
△ 
※１ 
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表1 水道水質基準項目に対する一般的な処理特性 
大阪府 大阪市 阪神水道企業団 東京都 

分類 No 水質項目 概 要 
水道水質 
基準値 高度 

浄水処理 
高度 
浄水処理 

高度浄水処理 通常処理 
高度 
浄水処理 

消毒 
副生成物 
（続き） 
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ﾌﾞﾛﾓｼﾞｸﾛﾛ
ﾒﾀﾝ 

浄水過程で、水中のﾌﾐﾝ質等の有機物質と消毒剤の塩素が反
応して生成されるﾄﾘﾊﾛﾒﾀﾝの主要構成物質である。その生成
量は原水中の臭素ｲｵﾝ濃度により大きく変化する。 

0.03mg/L 
以下 

○ 
（90％） 
※４ 

○ 

（50％以上） 
〔浄水：0.002mg/L〕 
消毒副生成物であり、除去
率を議論するのは適切で
ないが、高度浄水処理によ
り最低でも50％以上除去
できると考えている。 

凝集沈澱 
粉末活性炭

△ 
※１ 

○ 
※５ 
から類推 
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ﾌﾞﾛﾓﾎﾙﾑ 
浄水過程で、水中のﾌﾐﾝ質等の有機物質と消毒剤の塩素が反
応して生成されるﾄﾘﾊﾛﾒﾀﾝの主要構成物質である。その生成
量は原水中の臭素ｲｵﾝ濃度により大きく変化する。 

0.09mg/L 
以下 

○ 
（90％） 
※４ 

○ 

（50％以上） 
〔浄水：<0.001mg/L〕 
消毒副生成物であり、除去
率を議論するのは適切で
ないが、高度浄水処理によ
り最低でも50％以上除去
できると考えている。 

凝集沈澱 
粉末活性炭

△ 
※１ 

○ 
※５ 
から類推 
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ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋ
ﾄﾞ 

浄水過程で、水中のｱﾐﾝ等の有機物質と塩素、ｵｿﾞﾝ等の消毒
剤が反応して生成される。水道では、ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗装及びｱｸ
ﾘﾙ樹脂塗料の原料として使用されている。水質基準の強化
により新たに設置された物質である。 

0.08mg/L 
以下 

○ 
※８ 

○ 

〔浄水：<0.008mg/L〕 
消毒副生成物であり、除去
率を議論するのは適切で
ない。 

凝集沈澱 
粉末活性炭

△ 
※１ 

凝集沈澱 
活性炭 
△ 
※１ 

基礎的性状 
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2-MIB 
湖沼等で富栄養化現象に伴い発生する異臭味(かび臭)の原
因物質である。藍藻類のﾌｫﾙﾐﾃﾞｨｳﾑやｵｯｼﾗﾄﾘｱにより生産さ
れる。 

0.00001mg/L
以下 

○ 
（90％） 
冬期で高濃
度の場合 

○ 

○ 
（100％） 

〔原水：0.000001mg/L〕 
〔浄水：<0.000001mg/L〕

粉末活性炭
○ 

（100％）
※２ 

○ 
（100％） 
※２、※５ 
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ｼﾞｪｵｽﾐﾝ 
湖沼等で富栄養化現象に伴い発生する異臭味(かび臭)の原
因物質である。藍藻類のｱﾅﾍﾞﾅにより生産される。 

0.00001mg/L
以下 

○ 
（90％） 
冬期で高濃
度の場合 

○ 

○ 
（100％） 

〔原水：0.000002mg/L〕 
〔浄水：<0.000001mg/L〕

粉末活性炭
○ 

（100％）
※２ 

○ 
（100％） 
※２、※５ 
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表1 水道水質基準項目に対する一般的な処理特性 
大阪府 大阪市 阪神水道企業団 東京都 

分類 No 水質項目 概 要 
水道水質 
基準値 高度 

浄水処理 
高度 
浄水処理 

高度浄水処理 通常処理 
高度 
浄水処理 

基礎的性状 
（続き） 
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pH値 
溶液の酸性、ｱﾙｶﾘ性の強さを実用上の便宜から簡単な指数
で表したものである。水道施設の腐食等を防止する観点か
ら水質基準値が決められている。 

5.8以上 
8.6以下 

処理の 
対象外 

処理の 
対象外 

〔原水：7.4〕 
〔浄水：7.5〕 
除去の対象外であり、除去
率を議論するのは適切で
ない。 

○ 
※１ 

○ 
※１ 
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味 
水の味は、地質または海水、鉱山排水、下水の混入及び藻
類等生物の繁殖に伴うほか、給水栓水では、送配水管の内
面塗装剤等に由来することもある。 

異常でない
こと 

不明 ○ 
○ 

（100％） 
〔浄水：異常なし〕 

○ 
※２ 

○ 
※２ 
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臭気 
水源の状況によりさまざまなにおいが付くが、水道水質に
関する基本的な指標として位置づけられ、水質基準として
異常でないこととされている。 

異常でない
こと 

○ 
（90％） 
TONとして
※１ 

○ 
○ 

（100％） 
〔浄水：異常なし〕 

○ 
※２ 

○ 
※２ 
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色度 

水中に含まれる溶解性物質及びｺﾛｲﾄﾞ性物質が呈する類黄
色ないし黄褐色の程度をいい、主として地質に由来するﾌﾐﾝ
質による呈色と同じ色調の色について測られるもので、工
場排水や下水等の混入または、河川･湖沼における底質の嫌
気性分解に由来するｺﾛｲﾄﾞ性の鉄、ﾏﾝｶﾞﾝ化合物も同様の色
を呈する。 

5度以下 
○ 

（100％）
※１ 

○ 

○ 
（98％） 

〔原水：20度〕 
〔浄水：0.5度〕 

○ 
（100％）
※２ 

○ 
（100％） 
※２ 
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濁度 
水の濁りの程度を示すもので、土壌その他浮遊物質の混入、
溶存物質の化学的変化などによるものであり、地表水にお
いては、降水の状況などによって大幅な変動を示す。 

2度以下 
○ 

（100％）
※１ 

○ 

○ 
（100%） 

〔原水：9.0度〕 
〔浄水：<0.1度〕 

○ 
（100％）
※２ 

○ 
（100％） 
※２ 
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表2 有害物質に対する一般的な処理特性 
大阪府 大阪市 阪神水道企業団 東京都 

No 物質名 概 要 
水道水質 
基準値等 高度 

浄水処理 
高度 
浄水処理 

高度浄水処理 通常処理 
高度 
浄水処理 
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ｱｸﾘﾙｱﾐﾄﾞ 

凝集剤、土壌改良材、繊維改質、紙力増強剤、接着剤、塗料、
石油回収剤等の用途で使用されており、水道で最も重視すべ
き汚染源は、ﾓﾉﾏｰが残留している当該物質を凝集剤として使
用する場合である。 

水質基準：なし 
要検討項目： 
0.0005mg/L 

WHO：0.0005mg/L 

○ 
（90％） 
※６ 

○ 
△ 

ｵｿﾞﾝ、活性炭による 
除去性がある 

粉末活性炭
○ 
※３ 

活性炭 
○ 
※３ 
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ｱﾝﾁﾓﾝ及びその化
合物 

半導体材料、潤滑油、電線･ｹｰﾌﾞﾙ被覆材料、陶器、ｶﾞﾗｽなど
材料成分として使われる他、5価のｱﾝﾁﾓﾝ塩は治療薬や寄生虫
駆除、殺虫剤して使用される場合もある。水道水中等でのｱ
ﾝﾁﾓﾝの形態(価数)が毒性のｷｰ決定要因である。 

水質基準：なし 
水質管理目標： 
0.0015mg/L 

WHO：0.018mg/L 

× 
（30％） 
※２ 

× × 
× 
※３ 

× 
※３ 
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ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙ 
ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ樹脂、ｴﾎﾟｷｼ樹脂、可塑性ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ、酸化防止剤、
塩化ﾋﾞﾆﾙ安定剤等に使用されており、内分泌かく乱作用の疑
いのある物質で知られている。 

水質基準：なし 
要検討項目： 
0.1mg/L（p） 

WHO：なし 

○ 
（100％）
※４ 

○ 

△ 
ｵｿﾞﾝ、活性炭による 
除去性がある 
塩素により分解する 

粉末活性炭
△ 
※１ 

ｵｿﾞﾝ 
活性炭 
○ 
※１ 
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ｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ四酢酸
染色助剤、繊維処理助剤、石けん洗浄剤、化粧品添加剤、農
薬、安定剤、合成ｺﾞﾑ重合剤、塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂の熱安定剤等の
広い用途に使用されている。 

水質基準：なし 
要検討項目： 
0.5mg/L 

WHO：0.6mg/L 

不明 ○ 
△ 

ｵｿﾞﾝ、活性炭による 
除去性がある 

粉末活性炭
△ 
※１ 

ｵｿﾞﾝ 
活性炭 
○ 
※１ 
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ｴﾋﾟｸﾛﾛﾋﾄﾞﾘﾝ 
ｴﾎﾟｷｼ樹脂、合成ｸﾞﾘｾﾘﾝ、界面活性剤、ｲｵﾝ交換樹脂などの原
料、繊維処理剤、溶剤、可塑剤、医薬品減量等に使用されて
いる。 

水質基準：なし 
要検討項目：
0.0004mg/L（P） 

WHO： 
0.0004mg/L（P） 

不明 ○ 
△ 

ｵｿﾞﾝで若干の除去性が
ある 

× 
※１ 

△ 
※１ 
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ｷｼﾚﾝ 
染料、有機顔料等の合成原料や塗料、農薬、医薬品など一般
溶剤して使用されている。 

水質基準：なし 
要検討項目： 
0.4mg/L 

WHO： 
0.0004mg/L（P） 

○ 
（90％） 
※４ 

○ 
○ 

ｵｿﾞﾝ、活性炭による 
除去性がある 

粉末活性炭
△ 
※１ 

ｵｿﾞﾝ 
活性炭 
△ 
※１ 
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塩化ﾋﾞﾆﾙ ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙPVC等の製造原料で使用される。 

水質基準：なし 
要検討項目： 
0.002mg/L 

WHO： 
0.0003mg/L 

不明 × × 
× 
※１ 

× 
※１ 
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1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 
塩化ﾋﾞﾆﾙの製造、ｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ、合成樹脂原料、ﾌｨﾙﾑ洗浄剤、
有機溶剤、医薬品(ﾋﾞﾀﾐﾝ抽出)などで使用されている。 

水質基準：なし 
水質管理目標： 
0.004mg/L 

WHO： 
0.004mg/L 

○ 
（80％） 
※４ 

○ 
△ 

ｵｿﾞﾝ、活性炭による 
除去性がある 

粉末活性炭
△ 
※１ 

活性炭 
△ 
※１ 
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ﾄﾗﾝｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴ
ﾁﾚﾝ 

ｼｽ異性体との混合物として他の塩素系溶剤の製造工程中に
反応中間体として使用され、溶剤、染料抽出、香料、ﾗｯｶｰ
等にも使用されている。 

水質基準：なし 
水質管理目標： 
0.04mg/L 

WHO：0.05mg/L 

不明 ○ 
△ 

ｵｿﾞﾝ、活性炭による 
除去性がある 

粉末活性炭
△ 
※１ 

ｵｿﾞﾝ 
活性炭 
△ 
※１ 
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表2 有害物質に対する一般的な処理特性 
大阪府 大阪市 阪神水道企業団 東京都 

No 物質名 概 要 
水道水質 
基準値等 高度 

浄水処理 
高度 
浄水処理 

高度浄水処理 通常処理 
高度 
浄水処理 

 
 
177 
 
 

ｽﾁﾚﾝ 
ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ樹脂、合成ｺﾞﾑ、不飽和ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂、ABS樹脂、合成
樹脂塗料などに使用されている。 

水質基準：なし 
要検討項目： 
0.02mg/L 

WHO：0.02mg/L 

不明 ○ 
△ 

ｵｿﾞﾝ、活性炭による 
除去性がある 

粉末活性炭
△ 
※１ 

ｵｿﾞﾝ 
活性炭 
△ 
※１ 
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ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類 

天然には存在せず、分析用標準品など研究目的以外には製造
されていないが、ごみの焼却、金属精錬、自動車排気ｶﾞｽ、
農薬等化学物質の製造過程などで塩素成分と有機物の反応
により非意図的に生成される。 

水質基準：なし 
旧監視項目：
1pg-TEQ/L 

WHO：なし 

不明 ○ 
△ 

活性炭による除去性 
がある 

不明 不明 
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1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 
金属洗浄に使用され、ﾄﾞﾗｲｸﾘｰﾆﾝｸﾞ溶剤、繊維染み抜き剤、
ｴｱﾛｿﾞｰﾙ用などにも使用されている。 

水質基準：なし 
要検討項目： 
0.3mg/L 

WHO：2mg/L 

不明 ○ 
△ 

活性炭による除去性 
がある 

粉末活性炭
△ 
※１ 

活性炭 
△ 
※１ 
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1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 樹脂、ﾜｯｸｽ、天然樹脂及びｱﾙｶﾛｲﾄﾞの溶剤に使用されている。

水質基準：なし 
水質管理目標： 
0.006mg/L 

WHO：なし 

不明 ○ 
△ 

活性炭による除去性 
がある 

粉末活性炭
△ 
※１ 

活性炭 
△ 
※１ 

 
 
227 
 
 

ﾄﾙｴﾝ 
染料、香料、有機顔料等の合成原料及びﾍﾞﾝｾﾞﾝ原料の他、医
薬品、塗料、ｲﾝｸ溶剤などに使用されている。 

水質基準：なし 
水質管理目標： 
0.2mg/L 

WHO：0.7mg/L 

○ 
（90％） 
※４ 

○ 
△ 

ｵｿﾞﾝにより除去できる

粉末活性炭
△ 
※１ 

ｵｿﾞﾝ 
活性炭 
△ 
※１ 

 
 
242 
 
 

ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ 
界面活性剤(ｱﾆｵﾝ活性剤、非ｲｵﾝ界面活性剤)、油性ﾜｯｸｽ、ｺﾞ
ﾑ助剤及び加硫促進剤、石油系製品の酸化剤及び腐食防止剤
などに使用されている。 

水質基準：なし 
要検討項目： 
0.3mg/L（P） 

WHO：なし 

不明 ○ 
△ 

ｵｿﾞﾝ、活性炭による 
除去性がある 

粉末活性炭
△ 
※１ 

ｵｿﾞﾝ 
活性炭 
△ 
※１ 

 
 
243 
 
 

ﾊﾞﾘｳﾑ及びその水
溶性化合物 

複数のﾊﾞﾘｳﾑ塩として有機顔料、製紙、金属熱処理剤、医薬
品(ﾚﾝﾄｹﾞﾝ造影剤)、染色、窯業等に使用されている。 

水質基準：なし 
要検討項目： 
0.3mg/L（P） 

WHO：0.7mg/L 

不明 × × 
× 
※３ 

× 
※３ 

 
 
270 
 
 

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ 
ﾗｯｶｰ、接着剤、ﾚｻﾞｰ、印刷ｲﾝｸ、ｾﾛﾊﾝ、染料、殺虫剤等の製
造、織物用潤滑剤などに使用されている。 

水質基準：なし 
要検討項目： 
0.2mg/L（P） 

WHO：なし 

不明 △ 
△ 

活性炭による除去性が
ある 

○ 
※３ 

○ 
※３ 

 
 
273 
 
 

ﾌﾀﾙ酸n-ﾌﾞﾁﾙﾍﾞﾝ
ｼﾞﾙ 

ﾗｯｶｰ、接着剤、ﾚｻﾞｰ、印刷ｲﾝｸ、ｾﾛﾊﾝ、染料、殺虫剤等の製
造、織物用潤滑剤などに使用されている。 

不明 不明 △ 不明 
○ 
※３ 

○ 
※３ 
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表2 有害物質に対する一般的な処理特性 
大阪府 大阪市 阪神水道企業団 東京都 

No 物質名 概 要 
水道水質 
基準値等 高度 

浄水処理 
高度 
浄水処理 

高度浄水処理 通常処理 
高度 
浄水処理 
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ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ 
特殊鋼、真空管、耐熱材料、触媒、電子材料などに使用され
ている。 

水質基準：なし 
要検討項目： 
0.07mg/L 

WHO：0.07mg/L 

不明 △ × 
× 
※１ 

× 
※１ 

 
分類  「日本水道新聞社：水道水質辞典」をもとに設定した 
No.    水質基準に関する省令（厚生労働省令第101号）による 
処理特性 ○：処理効果が比較的高い △：若干の処理効果がある ×：処理効果がない 
 
【備考】 
・PRTR 物質の水道水質基準値等の列に示した「水質基準」は水道水質基準値（平成 16 年 4 月施行）、「水質管理目標」は水質管理目標設定項目目標値、「要検討項目」は
要検討項目目標値である。 

 
阪神水道企業団 
・PRTR 物質（第１種指定化学物質）の処理特性については、「水質基準の見直しに係る検討対象項目（化学物質）根拠資料（厚生労働省、平成 15 年 4月）」を引用した。 

東京都水道局 
・処理特性のうち、「一定の除去効果はあるが、その効果の高低について資料等から明確に読みとれない物質」を△（若干の処理効果がある）に分類した。 
・通常処理は、凝集沈澱＋急速ろ過とした。 
・高度浄水処理は、凝集沈澱＋オゾン＋生物活性炭＋急速ろ過とした。 
・消毒副生成物の処理特性は、前駆物質で評価した。 
・処理特性については、以下の資料等に基づいて判断した。 
※１ 『厚生科学審議会水質基準の見直しにおける検討概要』資料 
※２ 平成16年度東京都水道局水質年報における実績値（主要な浄水場の金町、三郷、朝霞浄水場の原水と浄水の測定値）をもとに算出 
※３ 上水試験方法解説編2001年版 日本水道協会 
※４ 新水道水質基準ガイドブック（平成16年）、丸善 
※５ 東京都水道局が公表している高度浄水処理の効果として公表している値を引用 
※６ 日本水道新聞社：水道水質辞典 

大阪府水道部 
・処理特性については、以下の資料等に基づいて判断した。 
※１ 過去の対応実績 
※２ 大阪府水道部：高度浄水処理実験に関する論文・発表集、平成10年10月 
※３ 社団法人日本水道協会：水道維持管理指針1998 
※４ 大阪府水道部：水質試験成績並びに調査報告（平成8年度、平成13年度、平成15年度、平成16年度） 
※５ 財団法人水道技術研究センター：浄水技術ガイドライン2000 
※６ 日本水道新聞社：水道水質辞典 
※７ 大阪府水道部：大阪府営水道の脱臭処理実験報告書、昭和50年3月 
※８ 社団法人日本水道協会：酸化処理副生成物の制御を考慮した浄水システムに関する研究、平成12年3月 

 
【参考文献】 
(1) 眞柄泰基監修：水道水質事典、日本水道新聞社、平成14年 
(2) 財団法人水道技術研究センター：浄水技術ガイドライン2000、平成12年 
(3) 佐々木隆：上水高度浄水処理における水質管理と新しい固液分離技術 
(4) 日本環境管理学会編：水道水質基準ガイドブック、丸善株式会社、平成16年
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(2) 塩素注入率の観点からみたアンモニア態窒素の対応可能性 

原水にアンモニア態窒素が含まれる場合、浄水場では、不連続点塩素処理によってアンモニ

アを酸化させて処理を行っているところもある。通常時の浄水処理では、残留塩素一定自動制

御で対応可能であるが、急激な水質変動時には塩素注入率の追随が遅れる等の問題が起こる可

能性があることから、流入水のアンモニア態窒素濃度も確認しながら、手動で塩素注入管理を

行う必要がある。 

一般に処理水中のアンモニア態窒素濃度の10倍の塩素が消費されることから、アンモニア態

窒素の対応可能濃度としては、塩素注入設備の最大注入率の概ね10分の1が上限となる。この

ような観点から塩素注入設備の諸元を調査した結果が表3～表4であり、遊離残留塩素として

1.0mg/Lの確保を考慮すると、対応可能濃度は2.2mg/L（大阪府）～4.6mg/L（大阪市水道局庭

窪浄水場）の範囲にあった。 
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表3 対象事業体の塩素注入率等に関する事例（大阪府水道部・大阪市水道局・阪神水道企業団） 

事業体 浄水場
ｱﾝﾓﾆｱ態窒素 
対応可能濃度※ 

算定方法 備 考 

 
 
 
 
 
 
村野 
 
 
 
 
 
 

2.2 mg/L 
2.6 mg/L 

（冬期の送水量
２割減を考慮） 

ｱﾝﾓﾆｱ処理の方法は不連続点塩素処理であり、注入設備の能力は、過去の注入率の
最大実績を考慮し、以下のとおりとしている。 
・施設能力  1,797,000 m3/日 ＝ 74,875 m3/時 
・次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ注入能力（最大注入率） 
① １段塩素  20.0 mg/L（4,900 L/時×２系統＋4,500 L/時×１系統） 

（予備系 2,700 L/時＋2,500 L/時） 
② ２段塩素   2.0 mg/L（600 L/時×２系統＋240 L/時×２系統） 

（予備系 600 L/時＋240 L/時） 
③ 非常用塩素  1.0 mg/L（500 L/時×２系統＋400 L/時×１系統） 
上記より最大注入能力は23.0 mg/L（①＋②＋③）となり、遊離残留塩素1.0 mg/L
確保を考慮して差し引き、必要塩素注入率はｱﾝﾓﾆｱ態窒素の概ね10倍として計算す
ると、対応できるｱﾝﾓﾆｱ態窒素濃度の最大値は2.2 mg/L程度と推測される｡ 

・ 村野浄水場では、高度浄水処理の導入
後、次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑによる後塩素処理
を行っている（注入点は１段、２段、非
常用の３箇所）。 

・ 塩素制御は、活性炭処理水の塩素要求量
計のﾃﾞｰﾀをﾌｨｰﾄﾞﾌｫﾜｰﾄﾞﾃﾞｰﾀとし、後塩
素の１段目注入後の残留塩素濃度計の
ﾃﾞｰﾀをﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸしながら塩素注入制御
を行い、さらにきめ細かな残留塩素濃度
の管理を２段目の注入で行っている。 

・ 過去５年間の原水ｱﾝﾓﾆｱ態窒素の最大は
0.39mg/L（塩素注入率 4.0 mg/L） 

 
庭窪 
 

2.2 mg/L以上 

 
大阪府 
水道部 
 

 
三島 
 

2.2 mg/L以上 

生物処理施設を導入し、ｱﾝﾓﾆｱ態窒素濃度の低減が可能であることから、村野浄水
場の対応可能濃度以上が期待できる。 

生物処理施設内の硝化細菌の働きにより、ｱ
ﾝﾓﾆｱの硝化が行われる。 

 
 
柴島 
 
 

 
2.8 mg/L 
(前＋後塩素) 
1.3 mg/L 
(後塩素のみ) 

 

・施設能力      1,180,000 m3/日 ≒ 49,167 m3/時 
・次亜塩素注入能力  〔後塩素〕     5,810 L/時 

〔後＋前塩素〕   12,224 L/時 
（塩素換算値）〔後塩素〕      13.6 mg/L 

〔後＋前塩素〕    28.6 mg/L 

 
庭窪 
 

 
3.1 mg/L 
(前＋後塩素) 
1.6 mg/L 
(後塩素のみ) 

 

・施設能力       800,000m3/日 ≒ 33,333 m3/時 
・次亜塩素注入能力  〔後塩素〕     4,740 L/時 

〔後＋前塩素〕   10,890 L/時 
（塩素換算値）〔後塩素〕      16.4 mg/L 

〔後＋前塩素〕    37.6 mg/L 

大阪市 
水道局 

豊野 

 
2.2 mg/L 
(前＋後塩素) 
1.2 mg/L 
(後塩素のみ) 

 

・施設能力       450,000m3/日 ＝ 18,750 m3/時 
・次亜塩素注入能力  〔後塩素〕     2,000 L/時 

〔後＋前塩素〕）  3,600 L/時 
（塩素換算値）〔後塩素〕     12.3 mg/L 

〔後＋前塩素〕   22.1 mg/L 

・ 現在、全ての浄水場に高度浄水処理を導
入しており、塩素注入は最後段の後塩素
処理のみで行っている。後塩素の最大注
入率は 12.3～16.4mg/L であり、対応で
きるｱﾝﾓﾆｱ態窒素を単純計算すると、1.2
～1.6mg/L になる。 

・ 事故等を想定し、前塩素処理の注入設備
を有しているが、この設備を併用した場
合の最大塩素注入率は 22.1～37.6mg/L
であり、対応できるｱﾝﾓﾆｱ態窒素濃度は、
計算によれば 2.2～3.7mg/L となる。 

・ ｱﾝﾓﾆｱ態窒素の原水濃度の最大実績値
は、2.89mg/L である。また、前塩素注
入率として最大 40.0mg/L を注入した実
績がある（いずれも高度浄水処理導入以
前の前塩素処理時）。 
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表3 対象事業体の塩素注入率等に関する事例（大阪府水道部・大阪市水道局・阪神水道企業団） 

事業体 浄水場
ｱﾝﾓﾆｱ態窒素 
対応可能濃度※ 

算定方法 備 考 

 

 

 

 

猪名川

Ⅰ・Ⅱ系

 

 

 

 

 

 

3.7 mg/L 

 

 

・施設能力            各297,500 m3/日 

・次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ最大注入量   各3,303 L/時 ＝ 79,272 L/日 

・次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ密度      1.15 kg/L 

・次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ有効塩素濃度  12％ 

上記より最大需要時の有効塩素注入率は、 

79,272 L/日×1.15kg/L×0.12÷297,500 m3/日×1,000 (mg/L)/(kg/m3) 

＝ 36.7 mg/L 

であることから、ｱﾝﾓﾆｱ態窒素１mg/Lに対し10 mg/Lの有効塩素が消費されるとすれ

ば、対応可能なｱﾝﾓﾆｱ態窒素は3.7 mg/Lと推測される。 

 

 

 

 

猪名川

Ⅲ系 

 

 

 

 

 

2.8 mg/L 

 

・施設能力            321,900 m3/日 

・次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ最大注入量   2,754 L/時 ＝ 66,096 L/日 

・次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ密度      1.15 kg/L 

・次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ有効塩素濃度  12％ 

上記より最大需要時の有効塩素注入率は、 

66,096 L/日×1.15 kg/L×0.12÷321,900 m3/日×1,000 (mg/L)/(kg/m3) 

＝ 28.3 mg/L 

であることから、ｱﾝﾓﾆｱ態窒素１mg/Lに対し10 mg/Lの有効塩素が消費されるとすれ

ば、対応可能なｱﾝﾓﾆｱ態窒素は2.8 mg/Lと推測される。 

猪名川浄水場全体としては、 

・施設能力     916,900 m3/日 

・次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ最大注入量 

          224,640 L/日 

より、最大需要時の有効塩素注入率は、 

          33.8 mg/L 

であることから、対応可能なｱﾝﾓﾆｱ態窒素は

3.4 mg/Lと推測される。 

 

原水最大値0.99 mg/L（平成元年以降） 

塩素注入率最大 48.7 mg/L（昭和45年） 

 

Ⅰ系：昭和38年供用開始 

平成10年高度浄水処理導入 

Ⅱ系：昭和43年供用開始 

平成12年高度浄水処理導入 

Ⅲ系：平成5年供用開始 

（凝集沈澱－ｵｿﾞﾝ－活性炭－ろ過） 

（塩素剤：次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ） 

阪神水道 

企業団 

 

尼崎 

 

 

2.9 mg/L 

 

・施設能力            186,500 m3/日 

・次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ最大注入量   1,656 L/時 ＝ 39,744 L/日 

・次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ密度      1.15 kg/L 

・次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ有効塩素濃度  12％ 

上記より最大需要時の有効塩素注入率は、 

39,744 L/日×1.15 kg/L×0.12÷186,500 m3/日×1,000 (mg/L)/(kg/m3) 

＝ 29.4 mg/L 

であることから、ｱﾝﾓﾆｱ態窒素１mg/Lに対し10 mg/Lの有効塩素が消費されるとすれ

ば、対応可能なｱﾝﾓﾆｱ態窒素は2.9 mg/Lと推測される。 

 

 

 

尼崎浄水場 

平成13年供用開始、半量整備 

（凝集沈澱－ｵｿﾞﾝ－活性炭－ろ過） 

（塩素剤：次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ） 

 

 

 

※遊離残留塩素として1.0mg/Lの確保を想定した場合、大阪市水道部及び阪神水道企業団のｱﾝﾓﾆｱ態窒素対応可能濃度は0.1mg/Lだけ表示よりも低くなる。 
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表4 対象事業体の塩素注入率等に関する事例（東京都水道局） 
事業体 浄水場 塩素剤 施設諸元 平成16年度の実績 塩素注入方式 

 

 

 

朝霞 

 

 

 

 

 

製造次亜塩

素酸ﾅﾄﾘｳﾑ 

有効塩素濃

度5％ 

 

 

・施設能力 1,700,000 m3/日≒70,800 m3/時 

（うち、高度浄水施設 850,000 m3/日） 

・次亜注入ポンプ能力（予備機を含む） 

1,764 L/hr×8台 

1,650 L/hr×8台 

798 L/hr×8台 

210 L/hr×2台 

原水ｱﾝﾓﾆｱ態窒素最大値 0.50 mg/L 

前塩素注入率 

・通常処理系 

9.6 mg/L（前塩素単独） 

・高度浄水処理系 

0.9 mg/L（中塩素単独） 

 

 

 

 

金町 

 

 

 

 

液体塩素 

・施設能力 1,500,000 m3/日＝62,500 m3/時 

（うち、高度浄水施設 520,000 m3/日） 

・液体塩素ポンプ能力（予備機を含む） 

150 kg/hr×6台 

100 kg/hr×6台 

 50 kg/hr×4台 

 30 kg/hr×6台 

 10 kg/hr×8台 

 

原水ｱﾝﾓﾆｱ態窒素最大値 0.65 mg/L 

前塩素注入率 

・通常処理系 

9.3 mg/L（前＋中塩素合計） 

・高度浄水処理系 

5.3 mg/L（前＋中塩素合計） 

 

 

 

 

三郷 

 

 

 

 

製造次亜塩

素酸ﾅﾄﾘｳﾑ 

有効塩素濃

度1.0％ 

 

・施設能力 1,100,000 m3/日≒45,800 m3/時 

（うち、高度浄水施設 550,000 m3/日） 

・次亜注入ポンプ能力（予備機を含む） 

11,600 L/hr×12台 

1,500 L/hr× 6台 

原水ｱﾝﾓﾆｱ態窒素最大値 0.41 mg/L 

前塩素注入率 

・通常処理系 

6.0 mg/L（前＋中塩素合計） 

・高度浄水処理系 

1.9 mg/L（前＋中塩素合計） 

東京都 

水道局 

 

東村山

 

 

 

液体塩素（現

在、市販の次

亜塩素酸ﾅﾄﾘ

ｳﾑに転換中） 

 

 

・施設能力 1,265,000 m3/日≒52,700 m3/時 

（うち、利根川荒川水系 880,000 m3/日） 

（   多摩川水系   385,000 m3/日） 

・液体塩素ポンプ能力（予備機を含む） 

200 kg/hr×2台 

 80 kg/hr×8台 

 20 kg/hr×6台 

原水ｱﾝﾓﾆｱ態窒素最大値 0.32 mg/L 

（利根川荒川水系）

前塩素注入率  4.7 mg/L 

後塩素注入率  0.4 mg/L 

注入率合計   5.1 mg/L 

 

◆通常処理 

（金町、三郷、朝霞の一部を除く） 

・ 主に前塩素＋中間塩素で対応 

・ ｱﾝﾓﾆｱ態窒素の値を直接引用して塩

素注入量を設定することは、現在行

っていない。 

・ 塩素注入制御は主に、原水の塩素要

求量計の値によるﾌｨｰﾄﾞﾌｫﾜｰﾄﾞ制御

と、浄水の残留塩素濃度の目標値に

対するﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ制御等により実

施。 

・ 通常処理の全塩素注入率（16 年度実

績）は、原水水質、季節により若干

異なるが、概ね最低で 1mg/L 程度、

最大で 10mg/L 程度。 

 

◆高度浄水処理 

（金町、三郷、朝霞の一部） 

・ 前弱塩素＋中間塩素で対応する場

合が最も多い。 

・ 前塩素は一定制御または原水の塩

素要求量計の値によるﾌｨｰﾄﾞﾌｫﾜｰﾄﾞ

制御 

・ 時々、中間塩素単独処理を実施。 

・ 高度浄水処理によりｱﾝﾓﾆｱ態窒素は

ほぼ完全に除去されるため、ｱﾝﾓﾆｱ

による塩素要求量は概ね無視でき

る。 
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(3) 処理特性からみた被災時の対応可能性 

ここでは、5.2.2 水道供給に与える影響検討（被災時を想定した河川水質予測）の結果を受

けて、処理特性の観点からみた対応可能性に関して水道事業者の意見を聴取した。その結果を

表5に示し、概要を以下に述べる。 

・ 対応可能な項目として、BOD、アンモニア態窒素、大腸菌群（大腸菌）、クリプトスポリ

ジウムの４項目が挙げられた。 

・ 対応困難との回答が寄せられた項目として、フェノール、鉛の２項目が挙げられた。 

・ シアン、ヒ素、六価クロム、トルエンの４項目については、１箇所の事業体から、室内

実験または一般的な知見により対応可能との意見が挙げられた。 

 

 



 

 

1
9

表5 原水水質悪化時（河川水質予測結果）における対応可能性と判断根拠 

分類 水質項目 大阪府水道部 大阪市水道局 阪神水道企業団 

BOD 

 

○ 

 

過去の実績より対応可能 ○ 
過去の最大値を上回るが、塩素注入強

化等で対応可能 
○ 

平成16年度の最大濃度（6.1mg/L）とほ

ぼ同水準であり対応可能 

有機汚濁 

ｱﾝﾓﾆｱ態窒素 

 

○ 

 

過去の実績より対応可能 ○ 過去最大値よりも低いため対応可能 ○ 
塩素注入施設の能力範囲内にあり対応

可能 

大腸菌群 

（大腸菌） 

 

○ 

 

過去の実績より対応可能 ○ 
通常の原水ﾚﾍﾞﾙから大きく逸脱してお

らず、塩素管理の徹底で対応可能 
○ 過去最大値よりも低いため対応可能 

病原性 

微生物 

ｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑ

 

○ 

 

高度浄水処理で4LOG以上の除去が期待

できることから対応可能 
○ 

別途定めているｸﾘﾌﾟﾄ対策の想定内で

ある。凝集沈澱処理、ｵｿﾞﾝ処理の強化

で対応可能 

○ 
現行の処理システム全体で7LOG以上の

除去が期待できることから対応可能 

臭気物質 ﾌｪﾉｰﾙ 

 

○ 

 

ｶﾗﾑ実験により確認済み 

（添加濃度2mg/L、オゾン注入率

2.5mg/L、 粒状活性炭SV=10で100％除

去） 

不明

ｵｿﾞﾝによる分解、活性炭での吸着が期

待できるが、塩素との反応でｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ

臭を呈するため不明 

× 

高度浄水処理で99％以上の除去が期待

されるが、水質基準を超えるため、ﾌｪﾉ

ｰﾙ臭は発生すると推測される 

鉛 

 

× 

 

水道維持管理指針の記述（凝集沈澱＋砂

ろ過で70～97％）を考慮すると対応困難
× 

水道維持管理指針の記述（凝集沈澱＋

砂ろ過で70～97％）を考慮すると対応

困難 

不明

原水はこれまでほとんど定量下限値以

下である。想定外の水準にあることから

不明 

ｼｱﾝ 

 

○ 

 

室内実験により確認済み 不明 － 不明 － 

ﾋ素 

 

○ 

 

浄水技術ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの除去率90％より対

応可能 
不明 － 不明 － 

重金属 

化学物質 

六価ｸﾛﾑ 

 

不明 

 

－ 不明 － 不明 － 

油 ﾄﾙｴﾝ 

 

○ 

 

室内実験で確認済み 不明 － 不明 － 

○：対応可能  △：一部対応困難  ×：対応困難 
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(4) フェノールに起因する臭気発生の可能性 

フェノール類が含まれた水に塩素処理を行うと、その反応過程でクロロフェノール類が生成

され、水に著しい臭気を与えることが知られている。表6は、想定される濃度に対する臭気発

生の可能性について聴取した結果である。 

 

表6 フェノールに関する臭気発生の可能性 

事業体 フェノールに関する臭気発生の可能性 

 

大阪府 

水道部 

 

・ 過去の水源事故実績より、今回の想定濃度に対しては、粉末活性炭注入と高度

浄水処理で水道水質基準値以下まで処理することが可能であり、臭気の問題は

発生しないと考えられる。 

 

 

大阪市 

水道局 

 

 

・ フェノールはオゾン処理でかなり分解され、後段の活性炭での吸着も期待でき

る。また、遊離塩素で分解することが知られているが、クロロフェノールが生

成され、臭気が発生してしまう。 

・ 原水で 0.2mg/L を超過する場合には、浄水で異常な臭気が発生する確率が極め

て高くなると考えられる。 

 

阪神水道 

企業団 

 

・ 高度浄水処理で 99％以上の除去が期待されるが、阪神水道企業団の取水口で

想定されるフェノールのピーク濃度が流入した場合には、水道水質基準値を超

える濃度で浄水に残留し、臭気が発生するおそれがある。 
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(5) 浄水処理の強化による対応 

原水水質の悪化に対して、浄水場での対応が可能な場合、浄水場で講じるべき対応方策につ

いて表7に示し、概要を以下に述べる。 

・ 有機汚濁（BOD、アンモニア態窒素）に対しては、塩素注入率の強化で対応を図るとして

いる。 

・ 病原性微生物のうち、大腸菌に対しては、残留塩素管理の徹底により対応を図るとして

いる。また、耐塩素性であるクリプトスポリジウムについては、凝集沈澱処理やろ過処

理の強化による濁度管理の徹底、あるいはオゾン処理の強化による不活化の徹底により

対応を図るとしている。 

・ 臭気物質（フェノール）に対しては、前処理としての粉末活性炭の注入によって浄水場

内への流入濃度を低下させ、オゾン＋粒状活性炭処理で対応を図ることとしている。な

お、アンモニア態窒素濃度の上昇、あるいは病原性微生物に起因するリスクの低減を目

的とした塩素剤の注入強化が避けられないため、塩素との反応で強力なクロロフェノー

ル臭が発生することが予想される。 

・ 油に対しては、フェノールと同様、粉末活性炭の注入で対応するとしている。なお、一

般的な対応として、取水口の手前に設置したオイルフェンス等での除去により、極力、

浄水場内に油を流入させないことが必要である。 

・ 全般的な対応としては、取水量を減らして活性炭の通水速度を遅くしたり、オゾンでの

接触時間を長くしたりするなど、処理性向上を図るとしている。 
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表7 非常時における浄水場での対応方策（浄水処理による対応が可能な場合） 

分類 水質項目 大阪府水道部 大阪市水道局 阪神水道企業団 

 
BOD 
 

－ 通常処理又は塩素処理の強化等で対応を図る。 不要 

有機汚濁 
 
ｱﾝﾓﾆｱ態窒素 
 

残留塩素管理の徹底 
生物活性炭での硝化及び塩素注入強化で対応
を図る。 

不要 
塩素剤の受入量、受入頻度への影響はほとんど
ないと考えられる。 

大腸菌群 
（大腸菌） 

 
残留塩素管理の徹底 
 

残留塩素管理の徹底により対応を図る。 不要 
病原性 
微生物 

ｸﾘﾌﾟﾄ 
ｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑ 

 
凝集沈澱処理、ｵｿﾞﾝ処理の強化 
 

凝集沈澱処理、ｵｿﾞﾝ処理の強化で対応を図る。
不要 

通常運転管理との違いはないと考えられる。 

臭気物質 
 
ﾌｪﾉｰﾙ 
 

高度浄水処理で対応可能であるが、より万全を
期すため、凝集沈澱の前に粉末活性炭を注入
し、可能な限り除去を行う。 

－ － 

 
鉛 
 

－ － － 

 
ｼｱﾝ 
 

pH値として7.2以上を確保し、遊離塩素により
除去する。 

－ － 

 
ﾋ素 
 

－ － － 

重金属 
化学物質 

 
六価ｸﾛﾑ 
 

－ － － 

油 
 
ﾄﾙｴﾝ 
 

ﾌｪﾉｰﾙと同様の措置を講じる － － 

 
全般 

 

処理水量を３～５割減らし、活性炭通水速度の
低下、ｵｿﾞﾝ接触時間の増加により、処理性の向
上を図る。 

－ － 
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(6) 取水停止・給水停止による対応 

原水水質が浄水場で対応可能な濃度を上回る場合、浄水場では取水停止の対応を余儀なくさ

れ、また、取水停止が配水池有効容量等で対応可能な時間よりも長くなる場合には、給水停止

となる。こうしたタイムラグについては、事業体及び受水市町村の施設整備状況等によって異

なるため、その実態を整理したものが表8である。 

なお、大規模な浄水場で一旦取水または給水を停止すると、送配水区域内に重大な被害が生

じることや、復旧に膨大な作業を要することなどから、極力、給水停止は行わない方針として

いる。 

表8 給水停止の可能性 

事業体 断水被害の可能性 

 
 
 
 
 
 
 

大阪府 
水道部 
 
 
 
 
 
 
 

・ 浄水場で取水停止を行ったとしても、給水末端で断水被害を生じるかどうかにつ
いては、受水市町村の施設等の状況により異なる。 
・浄水場の残存水量 
・ポンプ場の残存水量 
・広域浄水池の残存水量 
・市町村の自己水源の有無 
・大阪府水道部への依存水量の程度 
・市町村の配水池の残存水量 

・ 浄水場で取水停止を行ってから、給水末端で断水被害が生じるまでの概ねの時間
を単純計算すると、9～12 時間となる。計算条件は以下のとおり。 
・村野浄水場に100％依存すると仮定 
・取水停止～送水停止（浄水場内）を１時間と仮定---------------① 
・受水市町村の配水池有効容量を8時間（※）と仮定--------------② 
・送水施設（ポンプ場、浄水池）の有効容量を３時間と仮定-------③ 

最短時間 ＝ ①＋② ＝ 9時間、最長時間 ＝ ①＋②＋③ ＝ 12時間 
※ （配水池有効容量×1/2）÷実績一日最大給水量×24時間として算出 

 
大阪市 
水道局 
 

・ 現状、原水水質異常に伴う取水停止の措置を講じるための明確な基準は定めてい
ない。 

 
阪神水道 
企業団 
 

・ 取水停止により断水被害を生じるかどうかは不明。 
・ 最大取水量に対する貯留可能量として、約５時間分を確保している。 

 

【参考】取水停止・給水停止の判断等に係る意見等（大阪府水道部） 

① 取水停止となる水質の目安 

原水水質が浄水場で対応できないような高濃度になり、給水水質が水道法の水質基準値を超過し

人の健康を害するおそれがある場合、取水停止を行う。 

 

② 取水停止の判断 

・通常は取水地点でのモニター（コイセンサー、ゆうきセンサー、その他の水質計器など）によ

る。 

・ただし、全ての汚染物質に対応していないので、緊急時においては、上流域での汚染情報（化

学物質の名称、流出量、河川流量など）は極めて重要。 
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③ 取水停止の対応策（取水停止回避の努力） 

長時間にわたって取水停止すると、復旧までにかなりの時間を要する懸念が生じることから、

大阪府水道部としては、浄水過程で処理できないような毒物が流入しない限り、取水停止を極力

避けるよう努力する。 

具体的には、本府のような大規模水道施設では、一旦、半日程度の取水停止をすると、完全復

旧までに数日から最大１週間程度※の時間を要する事態が発生する可能性がある。この場合には

都市機能の維持に大きな影響を及ぼすため、汚染物質の毒性、濃度、浄水処理での除去性等によ

っては、すぐに取水停止をするのではなく、状況に応じて、可能な範囲で取水量を制限しながら

確実な浄水処理に努めることになる。 

※根拠 

・大規模な浄水施設を長時間にわたって、一旦、停止した場合、運転（送水）を再開する

前に浄水機能回復のための作業（施設の洗浄など）を行う必要が生じる場合があり、こ

の作業だけでも最大日単位の時間を要するおそれがある。 

・浄水場やポンプ場からの送水が停止し、大口径の送水管に空気を吸い込むと、送水再開

の際に赤水や濁りが発生する可能性があるため、管内への水張り、洗管（濁り水の排水）

などの作業に最大日単位の時間を要するおそれがある。 

 

④ 給水停止の対応策 

給水停止時においては、送水施設に残留した水を利用するための「あんしん給水栓（約534箇所、

平成17年3月末）」を拠点として、市町村水道と連携しながら応急給水活動を行う。また、近隣の

大規模水道事業者との緊急時連絡管による応援給水協定、他府県との相互応援協定により、応急給

水等の応援要請を行う。 

 

 


